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研究要旨

【目的】

「食育における歯科口腔保健の推進」を図っていくために必要な環境整備について、

各職能団体、学術団体等から政府・行政責任者に提言する際に役立つと考えられる枠組

みと項目・内容を、研究者の立場から整理した。

【方法】

2023年 7月から研究班メンバーによる検討を始め、数々の検討を経て「提案」とす
ることとし、2024年 3月 22日に本研究班に全文を公表した
【結果】

「提案」の概要は、食育推進基本計画の目標の変更、食育白書における歯科口腔保健

に関する記述の変更などで、6頁から成る PDFとしてWeb公表されている。
【考察】

「提案」の内容は、ヘルスプロモーションにおける「健康を支援する環境づくり」に

相当するものであり、今後、関係者に周知し、理解を図っていく必要がある。

A．目的

本研究班のミッションは「食育における歯科口腔保健の推進」に資する成果物を作成す

ることであり、とくにこの推進の要となる市区町村向けに作成した「食育における「歯科

口腔保健との協働」実践に向けた手引き」は、その中心的役割を担うものである。しかし、

これらの取り組みが進むためには環境整備が必要があり、本研究班はこれらの内容を具体

的に示す責務を有していると言える。

そこで、本研究班では「食育における歯科口腔保健の推進」を図っていくための提案」（以

下、「提案」と称す）を作成した。これは、各職能団体、学術団体等から政府・行政責任者

に提言する際に役立つと考えられる枠組みと項目・内容を、研究者の立場から整理し「提
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案」するものである。

本稿では、この「提案」の目的、作成経過、内容等について報告する。

B．方法

「提案」作成の経過は、以下に示すとおりである。

・2023年 7月 13日に行われた研究班メンバーによる自治体調査 1,2)の「アンケート結
果を吟味する会」において、結果を公表する際は分析結果だけでなく、「提言」も加え

たほうが良いとの意見が出され、作成を開始。当時は「提言」と称していた。

・同年 8月 16日に行われた研究班会議で「提言」の案が示された。
・その後、研究班として「提言」するのであれば、十分検討したものである必要がある

との意見が強まり、9月半ばに自治体アンケート調査の報告の一環としてではなく、
研究班全体として示すという方向性が固まった。

・同年 10月上旬、研究班メンバーから「提言」ではなく「提案」が適切との意見が出
され、以後「提案」に変更された。

・同年 11月 13日に行われた研究班会議で「提案」の素案を提示し協議。作成に関わ
ったメンバーにより検討を進めることとなった。

・同年 12月 12日、これらのメンバー（本報告書の執筆者）による検討会が行われ、
内容について協議された。

・その後、内容についての検討が進み、2024年 2月 28日に行われた研究班会議に出
された修正案について協議された。

・更にその後、内容についての詰めを行い、同年 3月 22日に完成し、研究班Webサ
イトにアップロードされた。

C．結果

「提案」の概要は以下の通りである。

「提案」の全文を次頁から 6頁にわって示す。この内容は本研究班のWebサイトから
閲覧できる。

https://www.niph.go.jp/soshiki/koku/oralhealth/ohps/main/teian.pdf

「提案」の概要
「提案」の内容

食育推進基本計画の目標を変更する

農林水産省 厚生労働省 ･歯科保健課
食育白書における歯科口腔保健の記述に本研究班の
成果を盛り込む

対象

農林水産省 食育推進基本計画の本文と啓発資料に歯科口腔保健
の位置づけを正しく示す

厚生労働省
「食育における歯科口腔保健の推進」に関する市町
村セミナーを開催する
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D．考察

「食育における歯科口腔保健の推進」を図っていく主体は自治体であり、その主体的な

取り組みが不可欠であることは

論を俟たないが、より円滑に推

進されるための環境整備も必要

である。その意味で、「提案」

は、ヘルスプロモーションにお

ける健康の坂道の傾斜を緩くす

る「健康を支援する環境づくり」

に相当するものと言える。

今後、この提案を各方面に周知し、理解を図っていくことが肝要である。

E．文献

1) 安藤雄一、小栗智江子、松本珠実、五十嵐彩夏、深井穫博、池田康幸、佐藤眞一、吉
森和宏、石川みどり、田野ルミ，自治体における「食育における歯科口腔保健の推進」

に関する実態調査．厚生労働科学研究費補助金 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策

総合研究事業「食育における歯科口腔保健の推進のための研究」（研究代表者：田野ル

ミ．（課題番号：22FA1024）令和 4年度分担研究報告書；2023．p.15-66．
2) 全国実態調査（本研究班が全国自治体に行った「食育における歯科口腔保健の推進」

に関する全国実態調査結果を閲覧できます）．
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「食育における歯科口腔保健の推進」を図っていくための提案

令和 5年度厚生労働科学研究費補助金
循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

「食育における歯科口腔保健の推進のための研究」班

はじめに

本研究班では「食育における歯科口腔保健の推進」を図っていくための「提案」を作成しまし

た。これは、各職能団体、学術団体等から政府・行政責任者に提言する際に役立つと考えられる

枠組みと項目・内容を、研究者の立場から整理し「提案」するものです。

「提案」の概要は下記の通りです。

以下、「提案」の内容について対象別に述べます。

１．農林水産省

1) 次期食育推進基本計画の目標を変更する
【ポイント】

次期（第 5 次）食育推進基本計画の目標値に、「健康日本 21（第三次）」の目標「咀嚼良好

者の増加」を新たに加え、第 3 ～ 4 次基本計画における目標「ゆ っくりよく噛んで食べる国
民の割合を増やす」を「食べる速さ」に関する目標（たとえば「速食い習慣のある者を減ら

す」）に置き換える。

【解説】
バランスの良い食生活を営むためには良好な咀嚼機能が必要で、次年度から始まる「健康

日本 21（第三次）」では「第二次」に引き続き「咀嚼良好者の増加」が「歯・口腔の健康」
の目標となっています。良好な咀嚼機能を維持することは食育推進の下支えとして必要です

ので、食育推進基本計画においても健康日本 21と同様の目標を取り入れるのが適切と考え
られます。

第 3～ 4次食育推進基本計画における目標「ゆっくりよく噛んで食べる国民の割合を増
やす」には「咀嚼」と「食べる速さ」の 2つの要素が含まれていますが、本研究班で行っ

「提案」の概要
「提案」の内容

食育推進基本計画の目標を変更する

農林水産省 厚生労働省 ･歯科保健課
食育白書における歯科口腔保健の記述に本研究班の
成果を盛り込む

対象

農林水産省 食育推進基本計画の本文と啓発資料に歯科口腔保健
の位置づけを正しく示す

厚生労働省
「食育における歯科口腔保健の推進」に関する市町
村セミナーを開催する
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た調査では、「咀嚼」よりも「食べる速さ」との関連が強いことが確認されています【注 1】。
「食べる速さ」に関しては「速食い」が肥満のリスクであることが明らかですので、第 5
次食育推進基本計画では従来の目標「ゆっくりよく噛んで…」を「食べる速さ」に関する目

標（たとえば「速食いをしない者の割合を○%以下にする」など）に置き換えて実質的に継
続することが必要と考えます。

2) 次期食育推進基本計画の本文と啓発資料に歯科口腔保健の位置づけを正しく示す
【ポイント】

計画本文 1)に健康日本 21（第三次）」の目標である咀嚼の重要性を追記する。加えて歯科
口腔保健が「(6)栄養バランスに配慮した食生活を実践する国民を増やす」と「(7)生活習
慣病の予防や改善のために、ふだんから適正体重の維持や減塩等に気をつけた食生活を実践

する国民を増やす」にも寄与することを追記する。

これに併せて、啓発リーフレット 2)における歯科口腔保健関連の記述も変更する。

【解説】
第 4次食育推進基本計画 1)では「第２ 食育の推進の目標に関する事項」の「２．食育の

推進に当たっての目標」において各目標のポイントについて解説されていますが、歯科口腔

保健について記述されている目標は「(8)ゆっくりよく噛んで食べる国民を増やす」のみで
す。この目標については 1) で前述したように改める必要がありますが、計画本文の記述も
健康日本 21（第三次）と矛盾しないように書き改める必要があります。
歯科口腔保健は「(6)栄養バランスに配慮した食生活を実践する国民を増やす」ためには

欠かせない要素であり、う蝕や歯周病の進行とそれによる歯の喪失が進むことにより咀嚼状

態が悪化すると硬い食品を避け、栄養バランスの悪化を招くことが明らかです。また、「(7)
生活習慣病の予防や改善のために、ふだんから適正体重の維持や減塩等に気をつけた食生活

を実践する国民を増やす」ためにも必要な要素で、咀嚼状況の悪化が肥満 ･痩せのリスクで

あることが示唆されています 4,5)。

また、第 4次食育推進基本計画における歯科口腔保健に関する記述は、「第３ 食育の総

合的な促進に関する事項」における「３．地域における食育の推進」の「（２）取り組むべき

施策」の一つとして「歯科保健活動における食育活動」が記されています。本研究班が全国

自治体に対して行った実態調査 6)では「歯科口腔保健に関連した食育事業」の目的として

最も多かったのは「地域における食育の推進」ではなく「家庭における食育の推進」でした

ので【注 2】、歯科口腔保健について記述する箇所として妥当とは考えにくい面があります。
啓発リーフレット 2)では 13の問いかけが示されていますが、「歯や口腔の健康」に関連

する 5番目の食育ピクトグラム 3)が示されているのは「ゆっくりよく噛んで食べています

か」のみです。しかし、前述しましたように、「歯や口腔の健康」は「バランス良く、野菜や

果物もしっかり食べていますか」と「適正体重や減塩、気にしていますか」にも寄与してい

ますので、この 2つについてもピクトグラムが記されて然るべきです。
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２．農林水産省、厚生労働省 ･歯科保健課

1) 食育白書における歯科口腔保健の記述に本研究班の成果を盛り込む
【ポイント】

例年の食育白書において「歯科保健活動における食育の推進」として記述されている内容

を「食育における歯科口腔保健の推進」としてエビデンスと地方の実態を踏まえた内容に変

更する。

【解説】
令和 4年度食育白書 7)の「第２部 食育推進政策の具体的取組」－「第３章 地域におけ

る食育の推進」－「第３節 歯科保健活動における食育の推進」として記述されている内容は、

歯科口腔保健の視点から記されている印象を受けます。本来、食育において歯科口腔保健が

必要とされている役割は広範囲に及ぶものですので「食育における歯科口腔保健の推進」を

視座とし、歯科口腔保健の要素が食育の各分野に応用できるものであることを述べる必要が

あるように思われます。加えて、「国における取組」、「都道府県における取組」、「関連団体に

おける取組」は記述されていますが、食育事業の実施主体である市区町村の取組に関する記

述が皆無でしたので、本研究班の成果物を活用するなどして追記する必要があります。

３．厚生労働省

1) 「食育における歯科口腔保健の推進」に関連した内容の市町村セミナーを開催する
【ポイント】

厚生労働省が行う市町村セミナーで「食育における歯科口腔保健の推進」に関する内容を

開催する。

【解説】
厚生労働省が毎年数回行う市町村職員を対象とした市町村セミナー 8)では時宜にかなっ

たテーマが設定されていますので、「食育における歯科口腔保健の推進」に関連したテーマで

の開催も効果的と思われます。
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注

注 1，本研究班で行ったWeb調査（40～ 70歳代の男女各 206名、計 1,648名が対象）におい
て、「ゆっくりよく噛んで食べる…」と、「食べる速さ（5択）」および「咀嚼状況（食品を
不自由なく噛めるか否か、4択を 2択に整理）」との関連をみたところ、「ゆっくりよく噛
んで食べる…」は咀嚼状況よりも食べる速さと強い関連を有していました。

「ゆっくりよく噛んで食べる…」 vs 「食べる速さ」

「ゆっくりよく噛んで食べる…」 vs 咀嚼状況
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注 2．本研究班が全国自治体に対して行った実態調査 6)では、「歯科口腔保健に関連した食育事

業」として都道府県と市区町村合わせて 578事業について回答が得られ、この事業の目的
として下記のように報告されています。

表 27は「歯科口腔保健に関連した食育事業」の目的について 8つの回答肢を複数回
答した結果を示す。都道府県では「地域における食育の推進」が 92%と最多で、こ
れに次ぐのが「家庭における食育の推進」、「学校 ･保育所等における食育の推進」、「食

育推進運動の推進」で、いずれも 46%であった。市区町村では「家庭における食育
の推進」が 84%と最多で、以下「地域における食育の推進」（39%）、「学校 ･保育所

等における食育の推進」（25%）の順であった。

表２７．事業の目的：歯科口腔保健に関連した食育事業

回答件数 割合 回答件数 割合
全事業 13 100.0% 565 100.0%

家庭における食育の推進 6 46.2% 477 84.4%
学校・保育所等における食育の推進 6 46.2% 139 24.6%

地域における食育の推進 12 92.3% 222 39.3%
食育推進運動の展開 6 46.2% 107 18.9%

生産者と消費者との交流の促進、環境と調和
のとれた農林漁業の活性化等

2 15.4% 25 4.4%

食文化の継承のための支援等 2 15.4% 52 9.2%
食品の安全性、栄養その他の食生活に関する
調査、研究、情報の提供及び国際交流の促進

2 15.4% 40 7.1%

都道府県 市区町村
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